
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を

　
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
の
救
急
車
の

出
動
件
数
が
過
去
最
多
の
6
、
2
8
3

件
で
し
た
。
救
急
搬
送
し
た
5
、
6 

7 

4
人
の
半
数
を
超
え
る
2
、
8
7
6
人

は
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
で
し
た
。

　
緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
呼
ぶ

と
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
の
所

へ
の
到
着
が
遅
れ
、
大
切
な
命
が
救
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
性
が
な

い
場
合
は
自
家
用
車
な
ど
で
病
院
に
行

く
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
1
日
か
ら
基
準
を
満
た
し
た

患
者
等
搬
送
事
業
者
を
認
定

　

市
内
で
は
、
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
な
ど
で
乗
車
で
き
る
車
両
を
用

い
て
、
寝
た
き
り
の
人
や
車
い
す
の
人

が
、
医
療
機
関
へ
の
入
退
院
・
通
院
、

社
会
福
祉
施
設
へ
の
移
動
手
段
と
し
て

利
用
す
る
「
患
者
等
搬
送
事
業
」
が
、

民
間
の
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
貸
し

切
り
バ
ス
な
ど
の
事
業
者
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
患
者
等
搬
送
事
業

を
利
用
す
る
市
民
の
安
全
と
利
便
の
確

保
を
目
的
に
、
市
内
ま
た
は
神
崎
町
に

事
業
所
が
あ
り
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
事
業
者
の
認
定
を
9
月
1
日
か
ら

行
い
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/shobo/index.htm

l

）に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
警
防
課（
☎

20
‐
1 

5
9 

2
）へ
。

救
急
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
1
2

　

消
防
本
部
で
は
、
A
E
D（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
の
体
験
の
ほ
か
、
救
急
資
材
の
展
示

や
救
急
隊
の
救
急
活
動
実
演
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
9
月
8
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
1
階
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
ト

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

9
月
9
日
㈰
〜
15
日
㈯
は
救
急
医
療
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

対
処
法
を
理
解
し
、
1
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
週
間

AEDの使い方を学ぼう（救急キャンペーン）

　11月1日㈭から、救急救命士が行う処置の実
証研究が行われます。救急車での搬送の際に、
救急救命士が、医師の具体的な指示を受け、次
の3つの処置を行います。
　処置の対象は20歳以上の人で、本人もしく
は家族などの書面による同意が必要です。また、
このような処置を断ったとしても、これまで通
り救急搬送されます。

救急救命士による処置の範囲が
広がる実証研究が行われます

○ 低血糖性の意識障害
の可能性がある患者
に対して血糖測定を
行い、低血糖が確認
された場合はブトウ糖
液を投与する

○ ぜんそく治療用の吸
入薬（吸入β刺激薬）を
持っている患者が重
症ぜんそく発作を起こ
した場合に、その吸
入薬を使用する

○ 血圧が低下し、心臓
が停止する危険性が
ある患者に点滴を行う

11 広報なりた 2012.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2012.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


